
『蜻蛉 日記』消息文 の 「侍 り」
会話文 との比較か ら

森 山 由 紀 子

1は じめ に

「侍 り」 とい う語 は、 平安時代中期 に、 聞き手 に対 す る敬意を表す語 対

者敬語 として用い られるよ うにな った語で ある。 ただ し、①尊敬語 に下接 して用

い られ ることが極 めて少 ない。② すべ ての文末 に規則的 に用い られ るわ けで はな

い。 という2点 において、完全 な丁寧語 ではない、過渡的 な性質 を持っ ことが指

摘 され ている。 「侍 り」 は、対者敬語 がなか った 日本語 において、 は じあて対者

敬語 と して使用 された語で あ り、 「侍 り」 の、過渡的 な性質 の実態 を明 らか にす

ることは、同時 に、 日本語 にお ける対者敬語 の成立 の過程 を明 らか にす ることで

もあ り、極 めて興味深 い問題で あると言え る。

そこで、 森山(2004)に おいては、平安 中期 中で も、 対者 敬語 と して の

「さぶ らふ」が登場す る以前の資料 と して、10世 紀後半 に成立 したノ ンフィクショ

ンで ある 『蜻蛉 日記』 の会話文(音 声 による直接の会 話が交わされた と考 え られ

る もの)の 分析 か ら、 その使用実態 の一端を探 った。その結果、兼家 と道綱母 と

い う夫 婦間の会話 においては 「侍 り」が用 いられな いこと、また、道綱母 が、 目

下 の遠 度に対 して、基本 的には 「侍 り」 を用 いないが丶他人行 儀で ぎこちない話

し方 を したと考 え られる場面 にお いて は、「侍 り」 を用いた例が3例 見 出され る

ことを指摘 した。

本稿 は、前 回扱 わなか った、書記言語で ある消息 文を対象 に、「侍 り」 の使用

実態を整理 して記述す る。っいで、会話文 と消息文 との使用状況 を比較 し、丁寧

語 と して定着す る直前の 「侍 り」のあ り方 を探 る。
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2消 息文に見られる 「侍 り」の種類

2-1単 独で用 い られる 「侍 り」

前稿 では、 「侍 り」 の種類を分類す るにあた って、 「自己側 の事柄」 に関 して用

い られているか否か ということを観点 とした。本稿 では、 それ に加えて、単独で

用 い られるのか、他 の語 と結びっいて用い られるのか、 あるいは、動詞 に直接下

接 す る補 助動詞 と して用 い られ るのか、 とい う形態 的な観点、及 び、 「侍 り」本

来 の意味が どのよ うに残 ってい るか とい う観点 を加 えて整理す る。

特 に、最 後の観点を加え るの は、「侍 り」 が、 対者敬語 と して用 い られ るよ う

になってい く過程で、「侍 り」 とい う動詞 の本来の意 味にあった、「貴人 のもとに」

「下位者が」「存在す る」 とい う三 っの要素が薄 くなって い く段階を考慮す る必要

が あると考え るか らであ る。

さて 「侍 り」が単独で用 い られる場合 は、上の三っの要素の うち、存在の意 味

を残 して用 いられてい るといえる。

まず、書 き手 自身の存在 を表す例 を挙 げる。

1は べ らざ らん世 にさへ、(私 が いな くな った世 であ って も)

(p100)《 道綱母→兼家》

2今 まで世 にはべ る身 のを こた りなれば、(今 まで生 きていた身の怠慢

なので)(p136)《 道綱母→兼家》

3侍 らぬほどに もの した まへ りけるか しこま り(私 が不在 の問 にお越 し

にな ったお詫 びに)(p215)《 道綱母→遠度》

書 き手 自身 ではな く、書 き手の所有物 の存在 を言 う場合 もある。

4い とおほけなき匝]の はべ りけると、(p211)《 遠度→道綱母》

5さ りとも[亟]侍 らば、世 の中は見給へてん。

(p225)《 遠度→道綱》

さ らに、書 き手 に何 らかの関係 がある物、事柄 の存在 を言 う例。

6立 てた るところ はべなる槽(馬 の飼葉桶)は 、

(p223)《 遠度→道綱母》

7人 の物忌 侍 りしに(p228)《 道綱 母→遠度》

8と りきこえ さする こと 侍 りしかば、(p230)《 遠度→道綱母》



そ して、次 のような自然物 の存在を言 う場合 も1例 あ る。

9[雨 間]侍 らば、 たちよらせ給へ。205-1《 遠度 →道綱》

これは、「書 き手 が」存在す るわ けで もな く、 また、「書 き手 の もとに」存在 す

るわけで もない。比率 と して は、書 き手、お よび書 き手 に関係 す るものを主体 と

す る場合 が多 い ものの、 さ らに、一般的な事物の存在を言 う場 合に も用 い られ る

ことがわか る。

これ は、「存在」 の意 味はその まま に、「貴人 の もとに」 「下位者が」 とい う二

つの要 素が失 われた例 であると言 えるだ ろう。前稿で指摘 したよ うに、 会話 文に

おいて は、

10か くなむ 殿 のおほせ はべ める。(p213)

のよ うに、「貴人 の もとに」で はな く 「話 し手 の もとに」、「下位者が」 ではな

く 「尊者 の言葉 が」、存在す るとい う例 す ら見 られた。消息文で も、次 のよ うな

例 があ る。

11う らみ きこえ給べ き人 は、 ことにこそ侍べか めれ。

(220)《 道綱母→遠度》

これ は、 求婚 が叶わなか った遠度 に対 して、 道綱母が、「あなたがお恨み申 し

あげな さるべ き人 は、別 の場所にい るよ うです。」 と答 える場面で ある。「別の場

所 にいる人」 とは、兼家であ り、道綱母 にと っては夫 なので、身 内とい う面 はあ

るけれ ども、それで もや はり、 「うらみ きこえ」 と、謙譲語 を用 いて待 遇 して い

るように、道綱母 にとって は上位に待遇 されるべ き人物 である。 その存在 を表現

す るのに 「侍 り」 を用 いるとい うことは、 「下位者が」 とい う制約 はかな り薄 く

なって いると考 え られる。

一方、次 にあげる12の 例で は、「侍 り」が、 「貴人 の もとに下位者が居 る」 とい

う意味 で用 い られて いると考えて もまった く問題 がない。消息文 の読 み手で ある

登子(貞 観殿 の御方)は 、兼家の妹で、重 明親王妃、親王 の死後村上天皇 に入内

して いた。村上天皇 が崩御 した後、登子が道綱母 の邸 に仮住 まい して いる時、兼

家が書 いた手紙 である。

12近 きほどにまゐ らんと思へ ど、「我 ならで」 と、 おもふ人や はべ らんと

て(お 近 くに参上 しようと思 うが、「私 のところでな くて」 と思 う人がお

傍 にいるか と思 って、参上す ることができない。)(p86)《 兼家→登子》
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「『私 の ところでな くて』 と思 う人」 とは、す なわ ち、仮住 まいの主で ある道

綱母で ある。兼家 にとって登子 は、妹である とは言 え、天皇 の妃で あった人物で

あるか ら、敬語を使用す る関係にあた る。実 際、 ここで も 「まゐる」 と謙譲語が

用 い られて いる。 しか し、対者敬語 にっいて言 えば、 闘き手(読 み手)目 当て の

待遇が ある場合 には比較的丁寧に用い られてい るはずの 「給ふ(下 二)」 が、「思

へ ど」 のあとに用 い られていない。一方、 ここでの 「侍 り」 を、 「妻 であ る道綱

母が、 あな た(登 子)の お傍に居申 しあげ る」 とい う意 味で用 い られて いると考

えると、登子 が、「侍 る」相手 としての貴人 の立場 と、読 み手 との両 方を兼ね る

ことになり、兼家か ら登子への敬意 は、対者敬語 によ ってで はな く、素材敬語 と

しての 「侍 り」 によって十分に表 されている ことになる。 もちろん、 この 「侍 り」

が、「貴人の もとに下位者が居 る」 とい う意 味を持 っ、素材敬語 として の 「侍 り」

で あるか、 そういった意味 の捨象 された、対者敬語 としての 「侍 り」で あるか の

峻別 は これだ けで はな し得 ない。 しか し、12が 、兼 家が 「蜻蛉 日記』 で用 いた

「侍 り」 の唯一の例 である ことを考 え ると、 素材敬語 である可能性 は極めて高 い

と言え る。

四

2-2他 の語 と結 びつ いて用い られる 「侍 り」

「存在」 その もの を表 すわ けで はないが、 他の語 と結 びっいて、 「その ような

状態で ある」 ということを表す 「あ り」 に相 当する 「侍 り」 もある。

まず、代名詞 に続 く 「侍 り」があ る。13「 さ もあ り」、14「 か くあ り」、15「 か

うて もあり」 の 「あ り」 にそれぞれ対応 す る 「侍 り」 である。

13ま こと、忘 るるは、[劉 もや侍 らむ。(p231)《 道綱母→兼家》

14[か く]な磁 ≦ める。(P218)《 道綱母一遠度》

15こ の+か さな りたる(卵)は 、[亜]て も勉 ぬべか りけ り.

(p83)《 道綱母→九条殿女御》

この場合、 「あ り」 でよいものが、 「侍 り」の形 をと っているのは、 もちろん

何 らか の待遇的 な価値 を求 めての ことであ る。 こうい った、状況 を表す 「あり」

の場合、 「存 在」 の意味 はやや薄 いので、 もともと、「誰が」 「ど こに」 といった

ことは考え に くい。 ただ、上の例で言えば、例13の 「さ」 は、読 み手(兼 家)の

様子 をさすわ けで あるか ら、明 らか に 「貴人 の もとに」「下位者 が」 とい う条件



か らは逸脱す る ものである と言 えるだ ろう。

断定 の助動詞 に続 く場合 も同様で ある。

16さ てなでふ こと 回 も侍 るかな。(p222)《 道綱母 →兼家》

17か へ り匝]こ そはべ りけめ。(p229)《 道綱母 →遠度》

16「 なでふこと」 の中身 は、兼家 の言葉を さす。17が 、「返事であるだろ う。」

と言 う 「かへ り(返事)」 は、読 み手か らの返事で ある。

形 容詞 に続 く例 もある。

18(遠 度 が)い と[三塾]は べれ ば、(p222)《 道綱母 →兼家》

ただ、 これ ら状態 を表 す表現 はいずれ も、独立度の高い節の述語 とな る部分 で

あ って、少 な くと も 『蜻蛉 日記』 において は、会話 文の例 も含あて、 「うるさ き

人」 を 「うるさ く侍 る人」 とするよ うに、修飾句 にお いて 「侍 り」が用 い られる

例 は見 られなか った。

この ほか、「～ てあ り」 に対応す る場合 もある。道 綱母か ら兼家 にあてた消息

文 で、 道綱を主語 とした 「思 ひて+侍 り」 の例が二っ ある。

19い とわび しと[塹]は んべ めるを、(p100)《 道綱母 →兼 家》

20ま うでがた くのみ[亟]は べ めるたよ りになん.

(p150)《 道綱母 →兼 家》

この2例 は、「思 ってあ り」 を、 「思 った状態が継続 して いる」のよ うに、 アス

ペ ク ト表現 と して とらえ ることも可能だが、「わび しい と思 って(道 綱 が)居 る

よ うな ので」「参上 しに く く思 って(道 綱が)居 る様 子 に」 のよ うに、道綱 の存

在 とい うことに重 点を置いて理解 することも可能で ある。

さ らに、「な くて」 に付 され る例 が1例 ある。

21い とおほ きな ること[な くて]侍 らん には、(p100)《 道綱母 →兼 家》

これ も単 に 「なか らんに は」 に相 当す るものと考えて よいのだが、上 の2例 に

準 じて、 「あま り大層 な ことがな くて(道 綱 が)あ るよ うな らば」 と、存在 の意

味を強 く持 ってい ると見 ることもできる。 も しそうで あるとす るならば、いずれ

も、「道綱母 が兼 家 に対 して息子道綱 にっいて述 べ る」時 に、道綱 の存在 を下 げ

て表 現 して いるとい うことにな る。 なお、「てはべ り」 には、

22い ぬ る五 日の夜の夢に 「・・」 となん[亟]は べ る.

(p175)《 石 山寺の法師→道綱母》
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と い う例 も あ る。

2-3動 詞 に直接っ く 「侍 り」

『蜻蛉 日記』 の消息文 の 「侍 り」 の中で、最 も多いのは、動詞 に直接下接す る

補助動詞 と しての 「侍 り」で ある。 補助 動詞 として用 い られた場合、存在 の意味

は有 していないと言 える。 その中で も一 番多い(15例)の は、話 し手が その動詞

の主語 となる ものである。次 にその1例 を挙 げ る。

23い かなる罪 を[つ くり]佳彑て、かうさまたげさせ給身 と[璽]侍 彑けん。

(p220)《 遠度→道綱母》

さ らに、 厳密 には書 き手 が主語 とな るので はないが、「(書 き手 が)自 然 にそ

う思える」 とい う意 味の 「おぼゆ」「お もひ しらる」に下接 する例 もある。

24た だ このを さなき人の上 なん、いみ じく[函 侍 るもの はあ りける。

(p100)《 道綱母→兼家》

25身 の宿世 の お もひ しられ 侍 りて、(p223)《 遠度→道綱母》

24の 「お ぼえはべ り」 については、会話文 においても4例 見 られたものであ る。

前 稿で も触れ たが、対者 敬語 として、 「思ふ」 「見 る」「聞 く」 に は別 に 「給 ふ

(下二段)」 が用 い られ る。それ に対 して、「思ふ」 と意味の近い 「おぼゆ」 にっ

いては 「侍 り」 が用 い られるという使 い分 けが認め られ る。構文 的に 「思ふ」 と

い う動 詞(「 見 る」 「聞 く」 も)で は、書 き手 が主語 となる。それ に対 して、 「お

ぼゆ」 「思 ひ しらる」 は、「Xと いうことガ/書 き手 二/自 然 に思 われる」 とい う

構 造を持 ち、書 き手 は主語 とな らない。上記 の使 い分 けは、「書 き手 を主語 とす

る」 とい う用法か ら離 れ ることがで きなか った 「給ふ(下 二)」 と、 「書 き手 を主

語 とする」 とい う条件を離 れて しまった場合 も用 いることで きた 「侍 り」 とが住

み分 けてい る状況 であ ると言 える。

なお、会 話文に も3例 見 られたが、謙譲語 に重ねて 「侍 り」を用いる例 が1例

存 在 した。

26(あ なたのお邸へ)[麺]は べ らん こと、人見 とがむま じう思 たま

ふ るに(p211)《 遠度→ 道綱母》

例12の 、兼家 か ら登子への例 と違い、幽ここで は、 「思たまふ る」 と、他 の対者

敬語 も用 い られてい る。 このように、「まゐる」 という素材敬語だ けで は表現 し



得 ない待遇 的価 値を、「侍 り」 や 「給ふ」が担 って いる可 能性 が伺われ る。 ただ

し、後 に述べ るよ うに、全体 と して 「侍 り」が多用 され る消息文 で、話 し手 を主

語 とす る等、「侍 り」使 用の条 件が整 って いる場合 であ って も、謙譲語が用 い ら

れてい る場 合 は、「侍 り」が使 用 されな い例が数多 く見 られ る。謙譲語 に下接 す

る 「侍 り」 は、会話文 では3例 、消息文で は1例 であ り、 まった く不可 能 とい う

わけで はないが、 あま り一 般的 な例 とは言え ないようで ある。

さて、補 助動詞 「侍 り」 に上接す る動詞 の主語 ・主体で あるが、以上 挙げて き

た とお り、量的には書 き手 が主語 や主体 となる場合が多 いが、上 に述べた他の類

と同様、必ず しもすべてそ うとは限 らない。次 に、書 き手 自身で はな く、書 き手

に関わ る人物 ・事柄を主体 とす る全例 を挙 げる。

27さ まか はりた る人々[も の し]侍 りしに、(p229)《 遠度→道綱母》

28あ や しきさまにのみな り[まさ り]侍るは、(p220)《 遠度→道綱母》

29[璽]豊 らん こともい とかた し。(P220)《 遠度一道綱母》

30武 藏 と[亜]は べ る人の御曹 司に、(p212)《 遠度→道綱母》

27は 、書 き手 の家 に来て いた法師、28は 、書 き手 を とりま く状況、29は 、書 き

手 の結婚話が主語 となっている。30の 「武蔵」 とい う侍女 は、書 き手 の縁者で あ

ると考 え られる。

さ らに、次 の例 では、書 き手 とは一切関わ りのない、「夜」が主語 とな っている。

31夜[更 け]は べ りぬ らん。(p140)《 道綱母→兼家》

この例 は、会話文 で見 られた、

32雨 もやいた く[降 り]はべ ると思へ ば、(p148)《 道綱→ 道綱母)

とい う例 と同様、 「下位者を主体 とす る」 とい う要 素がな くなった例 である と

言 え る。ただ し、消息 文において も、尊者 を主語 とす る動詞(尊 敬語が付 された

動 詞)に 補助動詞 「侍 り」を用 いる例 は1例 もない。

以上、『蜻蛉 日記 』の消息文の 「侍 り」 を概観 したが、 この限 りにおいては、

会話文 と消息文 との間に大 きな違 いはない。

まず、全体 と して、話 し手や話 し手 に関 わる事柄 を主体 と して用 い られ る場合

が量的 には多い。 しか し、同 時に、(9)(11)(16)(17)(31)の よ うに、対者

敬語 と して、一般的な事物や、場合 によ っては尊者に関わる事柄等を主語 と して、

「侍 り」が広 く用 い られて いる状況を再 確認 する ことがで きた。
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また一 方で、「貴人 の もとに下位者 がい る」 という意味で用 いた と考 え られ る

例(12)も あった。

その ほか、謙 譲語 に続 けて用 い られた例(26)が1例 だ けある こと、 また、

「おぼゆ」「おもひ しらる」 には 「侍 り」 が用 い られ(24・25)、 「思ふ」 には 「給

ふ(下 二)」 が用 い られるとい う使 い分けがあ ること も、会話文 の場 合 と同 じで

ある。

3人 物間の 「侍 り」使用状況

3-1消 息文 と会話文の違 い

3-1-1「 侍 り」使用数 の比較

このよ うに、 「侍 り」 という語 その ものの用法 として、 同 じ 『蜻蛉 日記』 の中

の会話文 と消息文 との問で違 いがないということは、言わば当然の ことであ る。

一方
、会話文 と消息文 とで、大 き く異 なって いるの は、それが使用 され る人間

関係、っ まり、人物 ごとの使用状況で ある。

会話文 にお ける主 な人物問 の 「侍 り」の使用数 は、概ね次 の通 りである。

兼家 道綱母 道綱 遠度

兼家 / Oc7s) 0(5) 一

道綱母 OC20) / OC18) 3C13)

道綱 1CI) 2C30) / 1C2)

遠度 一 23(18) 0(7') /
参考 と して、括弧 内に両者 の間で交わ され た会話の数を示す。ただ しその中に は、短 い断

片 的な会話 も含 まれている。 「一」 は、 「侍 り」が使われて いないが、そ もそ も判断で きるほ
どの会話数 がないことを表す。

一 方 、 消 息 文 の 「侍 り」 の 使 用数 を 同様 の表 に して示 す と、 次 の通 り にな る。

特 に注 目す べ き部 分 に、 網 掛 けを施 した。

兼家 道綱母 道綱 遠度

兼家 / OC56) 一 一

道綱母
、"b5陀

。脚_鑿/
一 韈灘靆

道綱 一 一 / 1C3>

遠度 一 15C11)
照 孅 畑 。慶鑼

韈講/



3-1一2道 綱母 か ら兼家への 「侍 り」

何 よ りも注 目されるのは、道綱母か ら兼家 に対 して、会話文で は一度 も用い ら

れ なか った 「侍 り」 が、消息文で は14回 用 いられて いることであ ろう。

道綱母 か ら兼家 への会話文 は、20あ るとは言え、全体 に、短 いものが多 く、長

文 が多 い消息文 とは、 そ もそ も母数 の絶対量 に違 いが あることは確かで ある。 し

か し、短い会話 で も、前章で述べ た用法 に照 らせ ば、二重下線を施 した ように、

「侍 り」 が用い られて もよい部分 はある。

33い とかた はな るほどにな りぬ。(p77)

34こ れ、 さてなむあ りし。(p124)

35や す らひ にだにな くな りにたれ ば、 いとか た しや。(p172)

36身 の心ぼそ さに、人 のすてたる子 をなんと りたる。(p180)

37い とようない ことな り。(p185)

38「 さは、 らうた しと見 たまふや。 聞 こえてむ」 と言へ ば、 ま して責 め

らる。「あなか しかま し。 御子 ぞか し」 と言 ふに、驚 きて、「いかにいか

に。 いつれそ」 とあれ ど、 … 「もし、 ささの ところにあ りと聞 き し

か。」 とあれば、「さなめ り。」 とものす るに、「いといみ じきことかな。 ・・

・・」 とて うち泣かれぬ。(p180)

39「 双六 うたん」 といへ ば、 「よかな り。物見っ くのひに」 とて、 目 う

ちぬ。(p146)

33は 、「夜が明 けて体裁 の悪 い時間にな った」 と述べ る部 分なので、主語 は時

間とな り、 同様 の例 があるとは言え、やや 「侍 り」 は使いに くいか もしれない。

しか し、35「 な り」 は、「(私 は)鍵 を開 けてお くことさえな くなった」 と述 べ

る部分 で、主体 は話 し手 である道綱母であ る。従 って、「な くな り侍 りぬ。」 ある

いは、「な くな りて侍 りぬ」 と言 え る。35「 か た し」 も、道綱母が、 自分 の家 の

鍵 を開 けなが ら、 その鍵が固 いと、聞 き手兼 家 に伝 えてい るわ けであ るか ら、

「かた く侍 りや」 と言 える部分であ る。36も 、「人 の捨て た子を養女 に した」のは、

道綱 母 自身 であ り、 「とりて侍 り」 となって もよい。37は 、兼家が幣 を奉 ろ うと

す るのを さ して、「無用な ことだ」 と言 う場面。16や17の 例か ら考えれば、「い と

よ うな いことに侍 り」 とするのは可能で ある。

また、38「 さなめ り」39「 よかな り」 は、断片的 な言葉で あって、 このよ うに
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書いてあ って も、実 際の発話 とは異 なる簡略 な記述 なのではないか とい う疑 いは

残 る。 しか し、 た とえば、38は 、道綱母が養女 にとった娘が どこの子 であ るか、

兼家が詮索 す る部分 であるが、 こ ういった生 き生 き した会話の流れの中で見 た場

合、やは り、 この二人 の関係 において は、「さ侍 るめり」 とまで言わず とも、 「さ

なめ り」 だ けでよか ったのだろ うと思われ る。双六 に誘 う兼家に対 す る道綱母 の

返事 、「よかな り」 もまた同様 である。

それ に対 して、消息 文で は、道綱 母か ら兼 家 に対 して、 次 の下線部 の よ うに

「侍 り」を用いている部分 がある。(同 時 に、「給ふ(下 二)」 も用い られてい る。)

40い とうるさ くはべ れば、「… 」 ともの し侍 るを、な ほぞあめれば、

見たまへあま りてなん。 さて なでふ ことにも侍 るかな。(p222)

「な ほぞ あめれ ば」 を除いて、 「うるさ く」 「もの し」 「なでふ ことに も」 の三

箇所 に 「侍 り」 が用 い られてい る。 しか も、前章 で述 べた とお り、「さて なでふ

ことに も侍 るかな」 の 「なでふ こと」 とは、読み手であ る兼家の言葉 を指 した も

のであ る。

残 された文献 資料 か ら、会話文で、本当 に 「侍 り」が用い られなか ったのかを

証明す ることは不可能 である。 しか し、 これ らの状況か ら考えて、道綱母 は、兼

家に対 して、音声 を介 した直接会話で は 「侍 り」を用いない関係であ って も、 消

息文 では、 「侍 り」 を用 いることが あったので はな いか と推 察 され るのであ る。

ただ、道綱母 か ら兼家 への消息文すべて にお いて、40の よ うに 「侍 り」 が用 い

られてい るか というと、 そ うではない。「侍 り」 が用い られて いるの は、20通 の

消息 文の うち6通 で あ って、消 息文 にお いて も、「侍 り」 が用 いられ る場合 と、

そ うでない場合 とが ある。

一
〇

3-1-3道 綱母 か ら遠度へ の 「侍 り」

さて、 同様 に、会話文 よ りも消息文 にお いて、 「侍 り」 が よ く用 い られ るよ う

になる傾 向を伺 わせ るのが、道綱母か ら遠度への 「侍 り」 の使 用である。

当時右馬頭 であ った、藤原遠度 は、夫兼家(大 納言)の 異母 弟であ り、息子道

綱(右 馬助)の 上司 で もある。 そ して、道綱母 の養女 との結 婚を申 し出て、 その

許 しを請 うために、娘 の保護者で ある道綱母 に頼み込む。

前稿で詳 しく述べ たよ うに、会話文 において も、道綱母 か ら遠度 に対 しては、



3例 だ け 「侍 り」 が用 い られて いた。社会的関係 にお いて は目下 にあた る遠 度に

対 して、 しか も、恒常 的にではな く、13会 話 中2会 話、3例 だ け見 られ るとい う

点 につ いて、前稿 では、 その3例 の 「侍 り」が、他人行儀 な話 し方の中で用い ら

れたので はないか と考 えた。

消息文で は、同 じく13の 消息文 の うち、7っ の消息文で用 い られて いる。 もっ

とも、 「侍 り」 が用 い られて いない残 り6つ の消息文の中 にも、下記 の41、42、

43の よ うに、 「侍 り」 を用 いる可能性 のあ る部分を残す もの はある(二 重下 線部

は、 自然 な 「侍 り」使用が可能 だ と思 われる部分)。

41例 な らぬ ほととぎすのお となひに も、 やすき空 な く思 ふべか めり。

(p204)

42馬 槽 は立て たるところあ りて、 おぼすなれば、給 らんにわづ らは しか

りなん。(p223)

43「 心 に もあ らぬ」 とのた まはせた るは、 なににか壷 らむ。 かか らぬさ

まにてとか、 ものわすれをせ させ給 はざ りけるとみたまふ るなん、 いと

うしろやす き。(p230)

このよ うに、 消息文で も、完全 に 「侍 り」が用い られてい ると言 うことはでき

ない。 ただ、 そ うは言 って も、 他の比較 的長 い消息 では、 ほぼすべて どこか で

「侍 り」 が見 られるわ けである。 また、上 に二重下線 を施 して 「侍 り」 が可能 と

した部分 にっ いて も、38は 、世間一般 の人が主語、39・40の 「わづ らは し」 「う

しろやす き」 は形容詞 であ り、 「侍 り」 の使用 され る可能性の高い もので はない。

それに対 して、会話文 における 「侍 り」不使用 の例 を見 ると、話者を主語 とする

動詞 で ありなが ら、「侍 り」の用 い られない例が、 た くさん見 られ る。

44い とまがまが しきほどなれば、 かうの給ふ も夢 の心 ちなんす る。ちひ

さきよりも世にいふなる鼠 おひのほどにだ にあ らぬ を、 いとわ りな きこ

とになん。(p216)

45こ こには、御ゆ るされあ らんと ころよ りさ もあ らん ときこそは、わび

て もあべかめれ。(p217)

46い か におぼ して、か うはの給 ふ。 そのはるかな りとの給ふ ほどにや、

初 ごともせん となん見ゆ る。(p219)

47こ れはいとさにはあ らず。あやに くに面 ぎらひするほどなれば こそ。
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(p219)

48い た うふ けぬ らんを、例 はさ しもおぼえ給夜 になん ある。(p219)

49な ほいとわ りなきことな りや。(p219)

50な にか、三っ とのた まひ し指、 一っは降 りあへ ぬほどに、過 ぐるめる

ものを(p346)

51御 覧ぜ さす るにも便な き心ちすれ ど、ただ これ もよほ しきこえん こと

の くる しきを見 たまへ とてなん。

こ ういった比較か ら考え ると、量的に も、質的 にも、消息文 では 「侍 り」 の用

い られる比率が高 くなることは確かであ ろう。

一
二

3-1-4遠 度か ら道綱への 「侍 り」

以上 の現 象 は、 口頭 での会話 と、 消息文 とのコー ドの違 い を反 映す るもので

あると考 え られるだ ろ う。

そ して、 そのよ うに考えれば、 もう一つの網 掛 け部分、遠度 か ら道綱 に用 い ら

れた2例 の 「侍 り」 も説明で きるのではないか。 表にあるよ うに、遠度か ら道綱

に対 して用 い られた 「侍 り」 は、会話文で は0だ ったのが、消息文で は2と なっ

てお り、 やは り、消息文で 「侍 り」の使用が増 えている。 ただ、遠度 か ら道綱 に

対す る発話 ・消息 は、 それぞれわずか7例 ずっ しかない。 しか も、会話文 には、

それ ほど長 い例 はないので、消息文 と会話 文 との比較 はそれほど意味が ない。 し

か し、それはそれと して、仮 にも上司であ り、叔父で もある遠度が、部下 であ り、

甥で ある道綱 に対 して、2度 も 「侍 り」 を用いてい るのは、や は り、不思議 なこ

とで はないだろうか。具体的な使 用例 を挙 げ る。

52雨 間侍 らば たちよ らせ給へ。 きこえさすべ き ことなん ある。上(道 綱

母)に は、「… 」 ととり申させ給へ。(p223)

53昨 日はうそぶかせ給 ことしげかんめ りしかば、 ものもきこえず なりに

き。 いまの あひだ も御い とまあ らば、 おは しませ。上 のっ ら くお は しま

す こと、 さらにいはんかたな し。 さりと もいのち侍 らば世の 中は見給へ
一,..,.,

てん。死なばお もひ くらべて もいかがあ らん。 よ しよ しこれ は しのびご

と。(p225)

「侍 り」が用 い られてい るのは、それぞれ下線部 の1箇 所ずっで、52「 雨間侍



らば」 は、 自然物を主語 とす る例 であ る。 その他、波線 を施 したよ うに、道綱 に

対する謙譲語や尊敬語、 また、 「給 ふ(下 二段)」 が用 い られて いる 。

そ して、二重下線 を施 した ように、52・53そ れぞれ、「侍 り」 が使 用可能であ

るに も関わ らず、用い られていな い箇所 が複数 あり、特 に53の 消息文については、

む しろ 「侍 り」のあ る箇 所が特異 に も見 える。 これだけの資料で は、 あ くまで推

測の域 を出ないが、「給ふ(下 二)」 も用 い られている ことか ら、全体 に消息文 と

して、会話 よりも高いス タイルで書 かれ、 さ らに、 その中で も常套句 的な性質を

持っ 「雨間侍 らば」 と、「いのち侍 らば」 とい う表現 において、「侍 り」 が用 い ら

れた と考 え られ るので はないだろ うか。
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以上 の こ とか ら、 『蜻蛉 日記』 を通 して見 る、10世 紀後 半貴族 社会 にお ける

「侍 り」 の使用実態 と して、次のよ うな様 子が浮 かびあが って くる。

兼家 は、 口頭 の会話 はもち ろん、消息文において も、道綱母 に対 して 「侍 り」

を用 い ることはない。村上天皇 に入 内 した妹 登子に向 けた消息文 では、「侍 り」

を用 いた例が1例 あるけれ ども、それ は、対者 敬語 ではな く、謙譲語 であ った可

能性が高 い。

道綱母 は、夫で ある兼家 と、 口頭で会話す る時には 「侍 り」 を用 いないけれど

も、消息文 では、時 に 「侍 り」を用 いることがあ った。 また、 目下 であ る遠度 に

対 して、 口頭 の会話で は、 ほとん ど 「侍 り」 を用いなか ったが、 消息文 を書 く時

には、「侍 り」 を用 いることが多 かった。(た だ し、 口頭で会話す る時で あって も、

「他人行儀な」話 し方 をしよ うと した時に 「侍 り」を用 いた。)ま た、右馬頭であっ

た遠度 は、異母兄で ある大納言兼家の妻であ り、求婚相手 の保護者 であ った道綱

母 に対 して、 口頭で の会話で も、 消息文で も、「侍 り」 を多用 した。 さ らに、部

下 である道綱 に対 して は、消息文 にお いて 「侍 り」 を用 い ることがあ った。

こ うい った状況 は、「侍 り」 という語が、話 し手(書 き手)と 聞 き手(読 み手)

両者 の社会的な上下関係 だけによって決 まるので はな く、発話 の 「改 まり度」 に

よ って 決ま る面 を持っ 発話現場 に依存 した用法を持っ 語 であ ったとい

うことい うことを明確 に して いる。

先 に も述べたよ うに、 このことを、 さらに詳細を明 らかにす るため には、道綱

一
三
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母か ら兼家 に向けての消息文の中で、「侍 り」 が用い られて いる場合 と、 そ うで

ない場合 との違 いを分析する必要 がある。実 は、道綱母か ら兼家への消息文にお

いて用 いられた 「侍 り」 は、比較 的偏 った分布 を見せ る。その意 味す るところの

詳 しい分析 にっ いて は、稿 を改めたい。

1阪 倉篤義(1952)

2使 者を介 して の伝言 にっ いて は
、 あるい は口頭 によ る伝言であ ったか もしれないが、直接

発話でな いという点 において、一括 して扱 う。

3「 蜻蛉 日記』 には
、信頼で きる本文 に恵 まれない とい う問題 があ る。 本稿 は、前稿 で詳 し

く述 べた とお り、 『蜻蛉 日記 』の本文 の異 同 は、 「文字 の混 同に源を発 する もので ある」

(今西祐一郎)と い う指摘をふまえ、現行 の校訂 によ る異同に 目を配 ったデータを用いて

全会話調査を行 うことによって、本文 に問題があ る場合 は、全 体の整合性の中で突出 して

くるはずであ るという考え方をとる。

4底 本:侍 へめれ
。新小:侍 べめれ

5こ の用例 にっいて は
、「見 る」 という動詞 に、 「給ふ(下 二段)」 を用 いなか ったのはなぜ

か という疑問が残 る。

6岩 波旧大系 は
、「なが らへ侍 らむ」 と読む。

7前 稿で は8例 としたが
、7例 に訂正 する。

8う ち1例 は
、本文 に異 同のあ る例。 また1例 は、遠度か ら道綱 あて の消息文の中にあ った、

道綱母への伝言Q

9謙 譲語が用い られて いる箇所を除 く
。会話文 について も同 じ。

1°残 り3っ の消息文 は次の通 り
。

・曹司 にとの たまはせ たる武蔵は、 「みだ りに人 を」 とこそ きこえさすめれ。(p213)

・にげな いことゆゑに、 あや しの こゑ までや は。(小 学館新全集 は、「あや しの こゑまでや

は」だ けを伝言文 とす る。)(p215)

・いとあや に くに、松明 ともの給 はせで、かへ らせ給ふめ りしは、たひ らか にや ときこえ

させ になん、(歌)、}い とほしう。(p220)

llた だ し
、 これは、必ず しも 「話 し言葉」 と 「書 き言葉」 とい う対立で はない。なぜな らば、

遠度 は、道綱母 に対 して、 口頭で話 しか ける時 にも 「侍 り」を多用 し、兼家 は、道綱母 に

対 して、消息文 にお いて も、「侍 り」 を用 いな いか らであ る。

12遠 度が道綱 に対 して 「きこゆ」 とい う謙譲 語を用 いるの は
、「『助 にものきこえむ』 とい

ひがて ら、暮 にもの したり。」(p215)と あるよ うに、r消息文 に限 った ことで はな い。同様

に、尊 敬語 「給 ふ」 の命令形 「給へ」 も、会話文 で用 い られ る(命 令 形以外 の尊 敬語の

「給 ふ」 が会話文で用 い られるか どうかを判断で きる用例 はない)。
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